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鉄骨工場の作業現場における日本語表現の特徴一一技能実習生に向けられた日本語母

語話者の発話の分析から一一

(論文審査概要)

本研究は、指示が多く、かつ危険性を伴う鉄骨工場をフィールドとし、中国人技能実習生に向けられ

た日本人同僚の発話を分析することから、・現場の日本語表現が持つ特徴を明らかにしている。具体的に

は、言語の表現面と運用面から、1)特有な言葉、2)文型、3)文末表現の特徴、4)スピーチレベルシ
フト、5)非文末「ですね」といった5つの方面について検討している。

1)特有な言葉については、名詞は一般的な初級教育で取り上げられている語の約3割しか鉄骨工場

で出現しなかったことや、動詞、形容詞に関しては、JLPTのN3～N5の7割以上が現場で使われてい

ることが明らかにされた。

2)文型については、技能実習生向けの講習用教材と、現場において頻用される文型項目の重複率は

半分もないことや、講習用教材では取り上げられていても、現場では一回も使用されていないものがあ

ること、反対に、講習用教材では取り扱われていないが、現場ではよく使用されているものがあること

が明らかにされた。

3)文末表現の特徴については、現場の発話では言いさしが半数近くあるのに対して講習用教材では

言い切りが主導的な地位を占めていること、現場では普通体が基調であるのに対して講習用教材では丁

寧体が主であること、現場では縮約形を使うのが一般的であるのに対し、講習用教材では、基本的には

縮約せずに使われていることが明らかにされた。
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4)スピ昌チレベルシブトについては、丁寧体基調場面におけるダウンシフトならびに普通体基調場

面におけるアップシフトの中に、洗行研究では言及のないケースを発見した。また、スピーチレベルシ

フトには一回性のものと連続性のものとがあり、場面によって現れ方が異なっていることも明らかにさ

れた。ピ
5)非文末「ですね」については、出現位置の分布、場面ごとの使用率、機能について検討された。

'本論文についてぐ外部審査委員からは、予備審査時にくらべ一貫性において大きな改善があったこ

とや、先行研究レビューによる技能実習生対象の日本語教育における課題や流れについても、より明

確に提示されていることに関して高く評価するコメントがあった。また、問題として取り上げるべき
点は無いということも伝えられた。

本論文についての審査委員会の評価は、次の通りである。

1.創造性・,

従来の説を十分に理解したうえで、新規性めあるデータ(鉄骨工場での発話)を分析したことによ

り、新しい発見が複数述べられている。技能実習生に対する日本語教育研究分野においての貢献は明

確である。以上より、創造性の点においては、極めて優れている。,

2.論理性

論証手続きは十分に妥当なものとなっており、説得力を持つ議論が組み上げられている。問題提起
の部分がやや重い(重すぎる)という課題はあるものの、全体としては、論理性の点においても、極

めて優れている。引'1・、




